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RI 会長メッセージ 

 

問題解決に導く 

 
2016-17 年度 国際ロータリー 

会長 ジョン・ジャーム 

 

 親愛なるロータリアンの皆さん、私たちが迎

えた 2017 年は、国連の「持続可能な開発目標

（Sustainable Development Goals）」が 2 年目

の年でもあります。ＳＤＧ

ｓと呼ばれるこの目標は、

最も差し迫った経済、政治、

社会に関する課題に取り組

んで、世界中の人々が同じ

ように歩めるようにするた

めの 17 項目からなるリス

トに関連しています。この

取り組みは極めて野心的なものですが、それく

らいの心構えがなければ問題の解決は困難です。

ＳＤＧｓが目指す最終的な目標は、すべての

人々が、平和、繁栄、安全、平等を享受できる

世界の実現にほかなりません。 

 このようなプロジェクトに対し、私たちはど

のような取り組みを始めたらよいのでしょうか。

ロータリーにおける、私たちの答えは単純明快

です。それは「一歩ずつ」進めていく、という

ことです。これらの目標は、ロータリーにとっ

て新しいものではありません。それらは既に私

たちの重点分野にも反映されています。私たち

はＳＤＧｓの 17 項目すべてが、ロータリーの

６つの重点分野と同様、互いに関連し合ってい

ることを理解しています。清潔な水がなければ

健康は維持できません。衛生環境が整っていな

ければ清潔な水は確保できません。衛生環境が

整えば子どもたちは学校へ行くことができ、結

果として教育が向上し、ひいては経済の繁栄や

健康の向上につながります。地球全体の進歩に

ついて語る時、切り離すことができる指標も、

目標も、国家も、一つとしてありません。持続

性のある真の進展を実現するためにも、共に前

進していかなければならないのです。 

 持続可能性という概念は、ＳＤＧｓだけでな

く、ロータリーの奉仕にとっても鍵となる考え

方です。持続可能性とはその名の通り、持続的

に発展させるということです。例えば、井戸を

掘るだけではなく、その井戸を地域社会が維持

していけるように工夫するということです。た

だ一週間の無料巡回治療（ヘルスキャンプ）を

行うというのではなく、現地の医療従事者も養

成するということです。持続可能性とはすなわ

ち、家族や地域社会に対して目標達成に必要な

ツールを提供することで、自分自身の将来に責

任を持つ力を与えるということなのです。 

 持続可能性という概念は、常にロータリーの

中心にある考え方です。私たちは 112 年もの経

験を有していますが、今後も活動の幅を広げて

いこうとしています。私たちのこれまでの活動

は、医療や教育、水と衛生、そして言うまでも

なくポリオ撲滅において既に変化をもたらして

います。 

 ポリオ撲滅は究極の持続可能な奉仕です。こ

のプロジェクトが終われば世界に永遠の恩恵を

もたらすことになります。これらの恩恵は、人

類にとって一つの病気を撲滅したというよりは

るかに大きいものです。ポリオ撲滅により、毎

年およそ 10 億ドルのコスト削減ができると見

積もられています。削減分は公衆衛生の予算に

還元したり、ほかの差し迫ったニーズに割り当

てたりすることができ、今日の正しい業績を、

より健全な将来へとつないでいくものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ガバナーメッセージ 
 

国際ロータリー第 2640 地区 

ガバナー 福井 隆一郎 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆様 明けまして お

めでとうございます  
新しい年を迎え、すが

すがしいお気持ちでお正

月をお祝いされたことと、

心よりお慶び申し上げま

す。本年も何卒よろしく

お願い申し上げ、本年も

皆様にとって素晴らしい

年でありますよう祈念申

し上げます。 
早いもので今年度も、残り６ケ月になりまし

た。あっという間に時間が過ぎていきました。

これから益々、2640 地区が盛り上がるように、

後半も 頑張ってまいりますので、よろしくお

願い申し上げます。 
特に分区の活動が、これから大事になってま

いります。皆様 楽しくお集まりいただき手に

手を取って、大きな輪にして参りましょう。 
 
中長期検討委員会 
地区事務所について、皆様にアンケートをお

配りしています。今後の地区の運営についてい

ろいろなご意見があると存じますので、アンケ

ートのご協力をお願い申し上げます。又、青少

年の活動について各委員長からの現状と問題点

をお願いしました。 
 
月信・ホームページのご活用 ご回覧を 
昨年より月信、ホームページの充実に力をい

れています。皆様からのご意見を、お願いした

く存じます。又、今年度は各クラブの情報を、

地区全体に知っていただくようにしています。

今まで知らなかったことや、素晴らしいクラブ

の事業など、大変ためになる情報が満載してい

ます。是非ご覧ください。 
各クラブにお願いですが、是非、多くの皆様

に月信やホームページの積極的な回覧をお願い

したく思います。日頃ホームページをご覧にな

らない方も、見ていただく事を、クラブでお考

えいただきたいと思います。よろしくお願い申

し上げます。 
 
斉藤ＲＩ理事 規程審議会の柔軟性について 
 「2016 年 COL に基づくクラ

ブ細則の応用事例（柔軟性導入

による）」の件ですが、今回お

示しする「『柔軟性』を導入し

た場合のロータリークラブ細

則」は、あくまでも「例示」で

あり、標準クラブ定款のように

強制的なものではありません。あくまでも参考事

例であるということを十分にご理解頂き、「柔軟

性」の導入は、クラブの主体性、自主性（自治

権）において決定して頂くようお願い致します。 
また、強調したいことは「柔軟性の導入」は

厳しくすることも緩和することもできることが

可能になっています。 
柔軟性の導入とは、決して「緩和」だけとい

う意味ではありません。 
●追加記載の項目は 
※会費の種類で考えられるもの（このほかにク

ラブで独自に設定することが可能） 
※例会の頻度、開催曜日、開催時刻、開催方

法など 
※入会金の項目の追加（クラブ定款では削除

されましたが、細則で追加可能） 
※会員身分の存続の例外（出席に関する例外

規定） 
※クラブ委員会の明示と任務についての記載 
上記先日各クラブへメールでお送りしたＣ

ＬＯについての柔軟性の意味についての、

斉藤理事の見解です。 
 
情報規定委員会 
各クラブがこれから作成を予定されている細

則の原案を、例文を踏まえて、お知らせをいた

します。大きな改正がありましたが、よく論議

をお願い申し上げます。斉藤理事も、言われた

ように、柔軟性をもって対処していただければ

と思います。 
 

斎藤直美ＲＩ理事 



ＲＩＪＹＥＣ 
「青少年交換委員会のマルチ化に、ガバナー

会議で賛同を得た」という報告。 

 つまり、日本全体（の青少年交換プログラム）

をＲＩＪＹＥＣに統一する。 

その意味は、青少年交換プ

ログラムをする際の窓口を東

京の事務局で１本化するとい

うことです。各地区で、世界

のいろんなクラブと交換留学

を成立させているが、東京の

ＲＩＪＹＥＣでまとめて、各地に分散する方式

に変わる。日頃のＲＩとの手続きもＲＩＪＹＥ

Ｃがしてくれるので、地区での対応が簡素化さ

れる。地区は何もしなくても、あてがいぶちで、

交換留学ができるようになるということです。 

この利点は、各地区の青少年交換委員長が初

めて委員長をする際に、交換相手を探す手間が

省ける。東京の事務局に頼めば処理してくれる

体制になる。山田委員長のご報告より。 

マルチ化→他地区合同奉仕活動 左記に言い

方を変更します。 

 
職業奉仕委員会 
高橋委員長のもと、11 月 26 日に職業奉仕委

員会が開催されました。今までの委員会と違っ

て、今回は岡先生の自殺についてという講演が

あり、具体的な社会問題を職業奉仕とどう結び

つけるかといったユニークな委員会になりまし

た。各委員からいろいろな質問が出て、盛り上

がりのあった委員会でした。 
 
インターアクト研修 

12 月末にタイへの研修旅行があり、木本委員

長の御指導の下、若者たちが海外での研修旅行

に望みます。      （出発：関西国際空港） 
 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

財団 100 周年イベント 
 

 

 

 

 

 

 

 
「世界でよいこと」をしてきたロータリー財団の

100 周年は、アトランタ国際大会でクライマックス

を迎えます。財団生誕の街アトランタで、世界中の

ロータリアンと一緒に祝賀に参加しませんか。 
 

アトランタに行こう 
 

 

 

 

 

 

 

 
アメリカ南東部の独特の温かさと親しみを感じ

ることのできる街、アトランタ。豊かな歴史ととも

に築かれた街アトランタには、家族で楽しめるアト

ラクションもあります。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016～2017 年度 地区職業奉仕委員長会議の報告 

 

地区職業奉仕委員会 

委員長 髙橋 明（堺 RC）

 11 月 26 日（土）13 時～16 時、泉大津市のテスクピア大阪にて 2640 地区 職業奉仕

委員長会議を開催いたしました。当日は、福井ガバナーをはじめ、7 名の地区役員、3

名の地区職業奉仕委員、各クラブよりの 45 名と多数の出席をいただきました。 

 点鐘後、福井ガバナーからのご挨拶をいただき開会いたしました。プログラム前半は、

和歌山県立医科大学 保健看護学部講師 岡 檀 先生による基調講演「生き心地の良

い町 ― 自殺“希少”地域の調査から得られた気づき ―」。岡

先生は、全国の統計を丹念に分析され、他所に比べ極めて自殺

率の低い地域を見出し、フィールドワークとしてその地域に溶

け込み人々の暮らしぶりと自殺”希少”であることの結びつき

を研究されました。研究成果は、保健看護学だけでなく社会学、

経営学など幅広い領域で注目されています。そのような立派な

お仕事を、優しい語り口で出席者に分かりやすくご説明いただ

きました。先生には、フロアーからの多数の質問にも一つひと

つ丁寧にお答えいただけました。その後、6名ずつのグループに

分かれ、意見交換及びグループ発表を行いました。会を終わるにあたっては、福井ガバ

ナーから総括として岡先生、出席者一同に労いの言葉を賜りました。 

 先生の示された生き心地が良いとは、①一人ひとりの自由意思が尊重される②問題が

起こった時には、早くしっかりサポートできる繋がりがある③一人ひとりの尊厳（自尊

心）を互いに保ち合うと理解しました。“自殺が希少”を一つの指標に用いて、職場や

地域、家庭で私達が仕事をし、暮らすにあたってのあり方を示唆していただけたと考え

ます。職業は常に人々が自ら努力するとともに助け合うことで成り立ちます。職業を通

じての社会貢献には、職務が厳しいとしても、職場が心地良い場であることが必須です。

今回の岡先生の御研究から学べた“生き心地良さに必要なこと”を役立てたいところで

す。グループ討論を通じて、出席者で認識を共有化し、会を終えることができました。

各クラブでの職業奉仕の実践に活かしていただくことを願っております。 

 最後に、貴重なご講演をいただいた岡先生、会の準備、運営に御支援・御協力をいた

だいた多くの皆様に御礼を申し上げ、御報告といたします。 

 



南紀熊野訪問旅行 

南紀三クラブ合同例会 
（新宮 RC・串本 RC・那智勝浦 RC） 

 
地区米山記念奨学会 

 

11 月 26・27 日、奨学生 10 名、米山委員 6 名、車

5 台に分乗して南紀熊野訪問旅行に出かけました。 

新宮に昼過ぎに

到着、新宮 RC 温井

会長にお迎えいた

だき、昼食後、神

倉神社、熊野速玉

大社、阿須賀神社

とガイドさんの説

明で奨学生は勿論

ですが委員も興味

深く散策をする事が出来、神倉神社は、熊野大神が

熊野三山として祀ら

れる以前に一番最初、

降臨された聖地です。

天ノ磐盾という峻崖

の上にあり、熊野古

道中の古道といわれ

る五百数十段の仰ぎ

見るような自然石の石段を登りつめた所に御神体の

ゴトビキ岩があります。急勾配の石段を韓国の李江

镐(イ ガンホ)君はガイドさんも驚く早さで上りま

した。熊野速玉大社では八咫鴉、梛の木、境内にそ

びえる樹齢千年のナギの大樹は熊野権現の象徴とし

て信奉篤く、古来から道中安全を祈り、この葉を懐

中に納めてお参りすることが習わしとされています。

熊野牛王とナギの葉をいただくことが、難行熊野詣

を無事果たす大きな支えとなりました。とガイドさ

んの説明の後、梛の葉をいただきました。 

最近、世界遺産に追加登録された阿須賀神社は熊

野発祥の地であるといわれています。古伝によると、

熊野大神は初め神倉山に降臨し、次に阿須賀の森に

遷り、熊野大神のうち家津美御子はさらに貴袮谷に

遷ったが、結速玉の二神はそのまま阿須賀の森に留

まった。第十代崇神天皇の御代に家津美御子はさら

に熊野川上流の音無の里（本宮）に遷り、結速玉は

第十二代景行天皇の御代に今の新宮に遷座した。と

ガイドさんなしでは解らない貴重な体験を新宮 RC

にしていただきました。 

 夜は那智勝浦 RC の例会場で三クラブ合同例会を

開催いただき、約 50 名で親交を深める事が出来たと

思います、奨学生卓話も 2 名聞いていただき色々な

質問もあり、楽しい時間はすぐに過ぎました。 

 2 日目は生憎の雨で楽しみにしていた紀の松島巡

りは中止で、那智の滝に変更でしたが那智勝浦 RC 後

会長の専門分野でジ

オパークの視点も交

えての那智の瀧見学

と大門坂の観光写真

スポット実は那智勝

浦 RC の事業との説明

がありました。 

那智の瀧は石英斑岩からなるほとんど垂直の断崖

に沿って落下し、落ち口の幅 13m、滝壺までの落差

は 133m に達し、その姿は熊野灘からも望見すること

ができ、一段の滝としては落差日本 1 位、海から見

えるのを初めて知りました。雨

と言う事もあり予想以上に時

間がかかり、残念ながらクジラ

博物館ではイルカショーは見

られませんでしたが、ピンクの

イルカとクジラに奨学生は大

喜びで、餌付け体験は大盛況で

した。 

昼食後は、串本 RC の待つ橋

杭岩まで、晴れなら橋杭岩をま

じかで見て大島のトルコ記念館等、見学予定でした

が時間も大幅に遅れたことも有り、串本 RC の南会長

からの申し出

で橋杭岩前の

儀平様2階で串

本 RC の矢倉さ

んの熱のこも

ったトルコ軍

艦「エルトゥールル号」の話や串本の話をしていた

だきました。トルコ記念館と樫野灯台は、駐車場か

ら少し離れてい

るため残念して

日米修交記念館

と海金剛を見学、

雨の中を最後ま

でお付き合いい

ただきました。 

今回の奨学生との交流に三クラブの会長、会員の

皆様が知恵を絞り、地域色ゆたかに案内をしていた

だき、夜の例会でも楽しく交流でき、奨学生にお土

産まで用意して暖かく迎えていただいたことは奨学

生の心に深く残っています。 

新宮 RC、串本 RC、那智勝浦 RC の皆様に感謝いた

します。 

 
（南紀熊野訪問３クラブ合同例会の記事が『熊野新聞』電子版に掲載

されました。地区ホームページにも掲載しています） 



 
 

 

 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

忘年会 (クリスマス会)   青少年交換委員会 

    

 12 月 18 日、青少年交換委員会主催の忘年会 (クリスマス会)を開催しました。受入

留学生たちは、８月末に日本に来て３ヶ月半が経とうとしています。ホームステイチェ

ンジをした人もいます。日本の生活にも慣れてきて、活動範囲が急に広がった人もいま

す。日本語も徐々に上手になってきました。誰もが、日本語でスピーチするのが当たり

前になってきて、長い文章を発表する人もいます。日本のクリスマスや正月を経験して、

多いに見分を深めてほしいものです。１月にはオーストラリアのマット君が帰国しま

す。大阪弁をマスターして帰ります。彼の「めっちゃ」と言う言葉が耳に残っています。

  

派遣留学生の人たちには、英語の勉強をするようにかなり強く言ってきています。特

にアメリカでは、TOEFUL や TOEIC の成績を上げるように要求してくる地区もあります

ので、毎回のクラブ例会などでも英語で２～３分間のスピーチをするのが当たり前にな

ってほしいと思います。アメリカ以外の地区に行く人たちも、世界から来ている留学生

たちの共通語は英語なので、常に英語を使うことを念頭に置いて行くまでの準備をして

おいてほしいものです。インドネシアに行く榎本君はヨーヨーの名手で拍手喝さいを浴

びていました。「芸は身を助ける」各人で特技や趣味を磨いておいてほしいものです。

 

 後半は、今年と昨年に帰国した ROTEX の皆さんが、ゲームで楽しいひと時を演出して

くれました。 

 

 廊下では、青少年交換委員会が行われました。今年度の後半の行事のこと、次年度の

行事に対する取り組みなどについて、真剣な話が続いた。みな、青少年交換プログラム

の行く末を心配するからこそ熱く話すのだ。今年度育てた受入留学生が帰国して ROTEX

として活躍し、事前学習を重ねた派遣留学生が次年度８月から旅立ち、大きく成長しま

す。この半年間のロータリー年度とのずれを意識しながら、より充実した交換プログラ

ムづくり、より豊かな奉仕活動の実践者としてのロータリーライフづくりについて、議

論は続きました。 

 



  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

米山親睦クリスマスパーティー  

 

米山記念奨学委員会
 

12 月 16 日金曜日、ホテルきららリゾート関空で開催いたしました。 

米山記念奨学会より講師として、武本様を御招きして講演会と米山奨学生によるパフォー

マンスの 2部構成で行い、近森委員長の呼びかけも有り 60 名以上の参加でした。 

武本様は「米山記念奨学事業の醍醐味 国際奉仕と人材育成」と多方面の説明で事業内容

を解りやすく講演していただきました。米山事業は他地区共同事業であり、優秀な人材を

育て日本との懸け橋を育成する日本独自の事業であり、その成果もようやく芽生えつつあ

ります、海外学友会が八ヶ国で設立され、日本人留学生に奨学金を出していると所もあり

ます。 

米山事業は寄付だと思われていますが、人材育成事業も大事な事業であると、熱く講演

していただきました。 

武本様から「皆様、熱心に聞いてくださり有り難うございました。」感謝の御言葉もあり

ました。 

クリスマス会は奨学生が自分たちで趣向を凝らして、歌とダンスを披露してくれました。

中には民族衣装に着替え、歌や伝統の踊りを披露してくれました。 

初めての試みでもあり、どうなる事かと思っていましたが、大勢の皆様に参加いただき

感謝いたします。 



クラブ活動報告 

創立 60 周年記念事業 

ネパール ジャナディープ高等中学校

建設支援校確認と初芝橋本高校インタ

ーアクト海外研修 
 

橋本ロータリークラブ 

国際奉仕委員会 喜多 啓允 
 

 2016 年 11 月 6 日から 17 日まで、大沼、喜多、

辻の 3 会員と特別参加者（菅野）１名がネパー

ルを訪問しました。今回の訪問目的は橋本ロー

タリークラブが創立 60 周年記念事業のひとつ

としてネパールに建設支援するジャナディープ

高等中学校（５

校目）の完工引

き渡し式への

出席でしたが、

訪問直前に今

年の雨季は大

雨でネパール

国内の道路が

しばしば遮断されたため建築資材の搬入が阻害

され、完工が遅延する旨の連絡が入ったため、

急遽目的を同校建設の進捗状況の確認と、昨年

度までに建設支援した学校への訪問視察に変更

しました。 

 また、今年は恒例になりつつあるネパール訪

問が提唱クラブの初芝橋本高校インターアクト

クラブの海外研修を兼ねることとなり、インタ

ーアクター２名（川本、石原）と引率教員 1 名

（岸口顧問）も

同行しました。 

研修の一環

として、最初に

釈迦の生誕地

ルンビニを訪

れ生家や近隣

の寺院を見学

した後、ネパー

ルでの支援活

動拠点となるタンセンに向かいました。 

タンセンで、垣見一雅（ｏｋバジー）氏、さ

いたまユネスコの本多会長と合流し、ジャナデ

ィープ高等中学校建設進捗状況を確認し、３度

目の訪問となるパシュパティ小学校、昨年支援

したプラバット高等中学校を訪問し、両校に文

房具の配布とともに吉田会員の個人寄付金を届

け、以前からある橋本ロータリー基金を拡充し

生徒達に学用品提供、校舎の維持管理などの支

援活動基金を一層充実することになりました。 

また、垣見さんのご配慮で、タンセンでイン

ターアクターのホームステイが実現出来ました。

ホームステイで彼らはより身近にネパールを理

解できたことと思います。プラバット高等中学

校ではインターアクターと１８名の現地高校生

との意見交換会を行い、交流を深めることが出

来ました。 

2016 ～

2017 年度の

橋本ロータ

リークラブ

の支援事業

として、地域

の子供たち

を生活燃料

確保のため片道３～４時間かけて薪を取りに行

く作業を軽減し、勉学に費やす時間と環境を提

供することを目的として以前支援したバランデ

ィ小学校のある村に今年度中に 52 基のバイオ

ガストイレを設置することになりました。 

家畜の糞と人糞を撹拌し、１日 2 時間程度炊

事の燃料となるメタンガスが得られ、上澄みの

液肥が野菜栽培に有効で、環境保全にも大いに

役立つ事業だと確信しています。現地では施工

責任者と面談し計画の確認を行い今年度中に完

工出来る報告を受けました。 

また、この村に「橋本ロータリービレッジ」

という碑を建てたいとの申し出がありました。 

この後、インターアクター達を景勝地のポカラ、

カトマンズの世界遺産に案内し空港に送りまし

た。私たちは、以前から親交のある筋田氏（10

年以上ネパールで支援活動をしている）を訪ね

て、現在のネパール事情をお聞きし、帰途岩村

記念病院に立ち寄り昨年の地震による被害状況

を副マネージャーのマンニタ（Ｍａｎｉｔａ）

さんにお聞きし、幸い被害はなく安堵しました。 

建物や物品を支援するだけでなく毎年継続的

に訪問を重ねることで、ネパールの現地事情や

村民との信頼感や親近感が増し、よりニーズに

適う支援活動が出来るのではないかと考えてい

ます。 

 



我がクラブのテーマ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩出ロータリークラブ 

会  長  芝田 豊和 

テーマ  『 親睦と奉仕でロータリーライフを深めよう 』 

2016～17 年の１年間を会員と一緒に、クラブ内での相互の親睦を深めて培った信頼をもとに奉

仕活動を広げたいと思い、テーマにしました。 

より明るく楽しいクラブを構築出来るよう協力をお願いし、一人一人が親睦を通じて相互理解

を深め、その力をもとに奉仕活動を約半年行いました。青少年交換学生、米山奨学生を交えての

例会では、互いにコミュニケーションを図り、日本での滞在が有意義なものとなるよう力添えを

しています。 

また、親睦の和をもって「献血活動」を行い、地域の方々にご協力頂きました。拡大すること

も大事ですが、ロータリー活動を深めていくことも会員の責務だと考えます。 

和歌山アゼリアロータリークラブ 

会  長 大野 治朗 

テーマ  『 奉仕と友情。ロータリーライフで人格を高めよう 』 
 和歌山アゼリアＲＣは来年 20 周年を迎えます。創立当初は男性会員、女性会員が約半数ずつの

メンバー構成でした。現在は女性が三分の一と少なくなりましたが、まだまだその特色を活かし、

きめ細やかな奉仕活動を行っています。継続事業として、盲導犬育成事業としてメンバーが街頭

募金に立ち皆様より頂いた浄財とクラブ内での募金を併せて育成事業に役立てて頂く。又、青少

年活動の一環として、児童養護施設の支援等の活動を続けています。 
又、当クラブのメンバーがバンドを結成し「アゼリアバンド」と名付け、メンバー一丸となり

老人ホームや養護施設を慰問し、皆様の笑顔に触れ、私達にも喜びが返り、親睦と友情も深まり、

少しでも社会に貢献出来る様、進めております。 



我がクラブのテーマ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御坊南ロ－タリークラブ  

会 長 喜多 英隆 

テーマ 『 青少年に奉仕するロータリー 』 

この度、2016－2017 年度の御坊南ロータリークラブ第 41 代目会長を拝命

する事となりました。 

本年度 RI ジョン F.ジャーム会長のテーマは「人類に奉仕するロータリー」

2640 地区福井隆一郎ガバナーのテーマは「対話から新たな一歩へ共に楽しむ

ロータリー」であります。 

本年度 御坊南ロータリークラブのメインテーマは「青少年に奉仕するロ

ータリー」であり青少年育成、会員増強、親睦を柱に会員と協力して地域の

ために少しでもお役に立てればと考えています。 

この一年間会員皆様方のご協力よろしくお願い申し上げます。   

和歌山ロータリークラブ 

会  長 兼田 守 
テーマ 『 感動こそ全て成り 』  

 我が和歌山ロータリークラブは本年度、ついに 80 周年を迎えることにな

りました。ここまで来ますと、100 周年の頂きが少し見えて来た様に思いま

す。その輝かしい歴史と伝統ある我がクラブの 80 周年に相応しい一年にす

べく、私の持てる力を存分に発揮してゆければと心新たにしているところで

あります。 
さて、還暦を迎える年にもなれば「人生とは何ぞや」「良く生きるとは」「子

や孫に伝えるべきことは何か」と自問自答する日が多くなります。そこで考

え抜いた私の結論が「感動こそ全て成り」です。人はただ時間を、日々を費

やしてゆくだけで「生きている」と言えるだろうか。日々いろんな人と出会い、いろんなもの

を見て、いろんなものを食し、いろんな事に遭遇する。その中から何かしら心を揺さ振るものや

人に出会えたなら、こんな楽しいことはない。このことを追い求めて、人は「生きている」のだ

と思う。感動なくして何の人生か！ 
すなわち「感動こそ全て成り」である。 
人生の最大事業は命を繋ぐことです。親に産んでもらい育ててもらい、生きる智慧を授けても

らい、そして成人し、次は自分が新しい命を生み育ててゆく。しかし、そこに“愛”がなければ、

人として成立しない。“愛”がなければただの動物になってしまう。この「愛の哲学」を勉強する

のがロータリークラブではないでしょうか。人と人の絆が希薄になり、「人情」という言葉が失わ

れつつある現代において、少なくとも我々、ロータリアンは、人の手と心を繋ぎ、人に何かしら

の感動を与えられる様な生き方をしたいものです。我がロータリークラブで、一途に「人間性を

磨く」ことに専念し。一人でも多くの「幸せと思える人」を造り出すことができれば、それこそ

がロータリアンとしての本望だと思います。 
この一年間、どうぞよろしくお付き合いの程お願い申し上げます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒590-0985 堺市堺区戎島町４-45-１ 

ポルタスセンタービル１階 101 号室 

TEL（072）223-1000 

FAX（072）223-1005 

URL : http://rid2640g.com/fukui/ 

E-mail : fukui2016@wind.ocn.ne.jp 
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